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－１月２５日－ 

平成２２年１月２５日（月）午後３時より、日食協会議室において臨時理事会を開催し平成

２２年度年初暫定収支予算案を審議、検討し承認した。 

これは定款第３９条の定めにより、毎年４月１日より開始される新年度の当初期間につ

いては、５月中に開催される総会において議決される予算成立まで、執行されるべき予算

がないことから、例年この時期に臨時の理事会を開催して暫定予算を審議、承認している

ものである。 

当日は、執行運営委員会を開催する事として、予め各理事にこの暫定予算についての、

ご意見、賛否をご案内し、執行運営委員会出席者が委任状により各理事の代理を兼ねる形

で開催した。 

この理事会の内容について、議事録から以下に掲載します。 

 

 

出欠状況： 理事総数 ２６名中 出席理事 １０名 委任状出席 １５名 計２５名 

 監事総数 ３名中   委任状出席 ３名 計２３名 

出席理事氏名： 國分勘兵衛（代理 清水 宣和）  後藤 雅治（代理 田口 耕輝） 

 吉野 芳夫（代理 成田 祐一）  濱口 泰三（代理 青山 裕一） 

 津久浦慶之（代理 津久浦慶信）  三枝 晧祐（代理 島垣 研二） 

 磯野 謙次（代理 和田  正）  加藤 武雄（代理 破魔 重美） 

 水足 眞一（代理 大江 正彦）  奥山 則康 

◎委任状出席理事 山本佳宏、村山圭一、堀内琢夫、上田 弘、松川隆志、鈴木重一、永津 

  邦彦、荒木 章、中村成朗、竹内克之、本村道生、栁川信、中嶋隆夫、 

  足立 誠、成田 健 

◎委任状出席監事  萩原弥重、横山敬一、濱口吉右衞門 

 

議 案   第１号議案  平成２２年度年初収支暫定予算の件  

 第２号議案  その他 

 

定刻、事務局より開会の案内と本日の出欠状況を報告。理事会の成立を確認。 

正・副会長いずれも代理出席なので、定款第１４条３項に基づき議長として、専務理事の就

任の是非について諮ったところ、異議なく承認されたので奥山則康専務理事が議長席に着席し

た。 

議長は直ちに議事録署名人として、青山理事代理と成田理事代理を指名し、了承を得たので

議事に入った。 

平成２２年度 年初暫定収支予算案承認 

臨 時 理 事 会 
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第１号議案  平成２２年度年初収支暫定予算の件 

 

議長より資料の予算案と策定経緯について説明し、さらに事前に各理事・監事に質疑と賛否

を問うた結果、全員質問もなく異議もなく賛成との回答文書を得ている旨の報告を行った。こ

こで改めて出席者に賛否、質疑を問うたが、異議なく承認された。 

 

 尚、この暫定予算は５月に予定されている総会において議決される平成２２年度収支予算に

包含される事も併せて確認した。 

 

第２号議案  その他 

          

議長より出席者に問題提起の有無を諮ったが、何もなかった。 

 

以上で、予定の議題の審議が終了したので議長より閉会を告げた。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

－各地で新年賀詞交換会開催－ 

東京地区唯一の業界賀詞交換会である酒類食品業懇話会は、１月５日（火）東京都中央区のロ

イヤルパークホテルで新年賀詞交換会を開催し、酒類・食品のメーカーや卸など合計２３４社約

８２０名が出席して新春の慶びを分かち合った。 

会の冒頭で國分勘兵衛会長（国分（株））は、次のように年頭の挨拶を述べた。 

「昨年は大きく変化のあった年で、需給バランスの悪化、低価格化などデフレに動いてマー

ケットは縮小。業界、日本にとってもはなはだ残念な年であった」と経営環境の悪化への危機

感を示しつつ、不当廉売と優越的地位の濫用を対象とした独占禁止法の改正に触れて、「成熟

経済においては国も公正取引の確保に重点を移してくるのではないか、したがって改正独占禁

止法やガイドラインの趣旨に基づき無謀な競争は慎んでいきたい。 

われわれ業界の今年のテーマも『フエアトレード』がふさわしいのではないか」と提言。 

「企業が社会的責任と倫理観を持って公正取引に取り組めば、日本経済の活性化にもつなが

っていく。昨年活躍したゴルフの石川遼選手を見習い、厳しい嵐の中でも颯爽と歩く年にした

い」と述べ、フエアで秩序ある流通環境構築への協力を求めた。 

 

今年の業界テーマは公正取引の推進（“フエアトレード”） 

事 業 活 動 
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来場した年男代表の濱口泰三氏（伊藤忠食品（株））が「未来が、もう一度夢や希望と呼べる

時代になることを期待する」と挨拶し乾杯した後、磯野謙次氏が（明治屋商事（株））「前向き

に秩序ある流通をつくっていこう」と中締めし、万歳三唱した。 

缶詰業界新年賀詞交換会は、１月６日（水）東京都千代田区の経団連会館で缶詰８団体の

（（社）日本缶詰協会・（社）日本加工食品卸協会・日本製罐協会・（財）食品環境検査協会・日本

鮪缶詰輸出水産業組合・日本水産缶詰輸出水産業組合・日本蜜柑缶詰工業組合・日本ジャム工

業組合）共催で関係省庁や会員企業のトップら４５０名が参集し行われた。 

冒頭、関連８団体を代表して（社）日本缶詰協会の小瀬 昉会長（ハウス食品（株））は、「新

聞の業界天気図で食品業界は曇りとあったが、業種や企業により環境は異なる。 

お客様の意識行動を正しく認識することが大事。それが新しい価値を提供できることにな

る。缶瓶詰・レトルト食品は、高い安全性、経済価値、個食・即食の代表的食品。原点に戻っ

て関連団体と連携して商品を届けていきたい」と挨拶した。 

この後、農林水産省総合食料局長高橋 博氏が、「国際的な大きな食の需給変化を背景に、

食品業界はチェンジからチャレンジへ大きく変化を遂げている。国内の人口減少の中で、安定

的な食糧供給が行政面での大きな課題である」と強調した。 

（社）日本加工食品卸協会の國分勘兵衛会長は乾杯の挨拶を行い、「現在のデフレ環境の要因

を再度考え、スパイラルに陥ることのない適正な経済環境と拡大生産につなげる取り組みを推

進する事が重要」と述べた。中締めは日本製罐協会の三木啓史会長（東洋製罐（株））が行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

缶詰業界新年賀詞交換会 

「低価格競争」に歯止めをかけて 

近畿支部においては、大阪市の太閤園で（社）日本加工食品卸協会と大阪府食品卸同業会との

共催で「大阪食品業界 新春名刺交換会」が開かれた。 

会場には各団体の会員卸や賛助会員メーカーをはじめ業界関係者ら２２０社約６７０人が参集

し、新年の賀詞を交し合った。 
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主催者を代表して（社）日本加工食品卸協会近畿支部長の濱口泰三氏（伊藤忠食品（株））は

「未来のことを『希望』や『夢』と呼んでいた時代もあったが、今では未来を『不安』と呼ぶ

悲しい時代になった。この正月はたくさんの本を読んだが、どの本にも低価格戦争がデフレや

景気回復の処方箋だとは書いていなかった。今年は価格競争に歯止めを掛け、生活者や消費者

に美味しさと価値を届ける年としたい」と挨拶した。 

来賓代表として農林水産省近畿農政局長の塚本和男氏が挨拶し、ついで乾杯の挨拶に立った

大阪府食品卸同業会会長の佐藤 進氏は（伊藤忠食品（株））「日本列島は年初から厳しい寒波に

襲われ、まるでこの一年の日本経済の先行きを暗示しているようで、一抹の不安を覚える。食

品業界においては厳しい時代こそ生産者、卸、販売者の三者が足並みを揃えることで明るい業

界を築けるのではないか。力を合わせていこう」と音頭を執った。 

中締めは平井秀幸氏（味の素（株））が行った。 

 

「デフレ不況脱却」の決意 

北海道支部では、１月５日（火）に「平成２２年加工食品業界新年交礼会」を開催、会員や賛

助会員など約３００人が参加して、デフレ不況からの脱却で難局を乗り切ろうと誓いを新たにし

た。 

北海道支部長の村山圭一氏（スハラ食品（株））は「食品業界もデフレの名の下で、小売り業

界は低価格ＰＢ商品の影響もあり、全般的に過度な価格競争に陥り市場は混乱、各企業は体力

勝負に入り込んだ。今年も景気は良くならず、この状態が普通の状況とらえていきたい。あら

ゆる点で構造改革が必要であり、製配販三層は価格競争ばかりではなく、高齢者や消費者の見

やすい売場作り、食べやすい商品提供・供給、作りやすいメニュー提案、買いやすい量目、安

全・安心の商品提供など、いろいろ考えると競争できることがある。今後市場規模は間違いな

く縮小する中、本格的に量から質への競争へと転換しなければ、例え生き残ってもぼろぼろの

状況になると危惧している。日食協では昨年同様、ワーキンググループ中心に賛助会員の皆さ

んとＷＩＮ―ＷＩＮの関係で、お互い協力して消費者に効率的な商品の供給ができるよう、いろ

いろ相談するなどいままで以上に打ち合わせの機会を持ちたい。戦後の寅年にはいろいろなヒ

ット商品が出ており、今年も期待できる。賛助会員の皆さんの企業から息の長いヒット商品が

出るように祈っている」と述べた。 

賛助会員を代表して須藤 宏氏（北海道味の素（株））は、「改めて消費者の方々に食べるこ

との大切さ、おいしさ、食育活動など、地道な活動をしていかなければならない」と述べ乾杯

した。 

最後に、副支部長の山本佳宏氏（日本アクセス北海道（株））は「日食協は真面目な勉強を続

けてきて、本来ライバル同士だが、チームワークを組んでやっている。寅年は今先が見えない

が、朝が来ない夜はない。皆さんも灯りを見つけて、どんどん出て行く年にして欲しい。景気

は急には良くならない。政府に頼っていてもダメ、自分のことはできるだけ自分でやることが

大事である」と一本締めで挨拶した。 

  

全体秩序を視界に、協調意識持ち発展目指す 

九州・沖縄支部は、１月５日（火）ホテル日航福岡で「平成２２年度新年交礼会」を開催し、

福岡県はもとより、九州各地区卸同業会、メーカー幹部らが出席して新年の始まりを祝った。 
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九州・沖縄支部長の本村道生氏（コゲツ産業（株））は、「昨年は世界同時不況から日本経済

が低迷し、企業倒産、人員整理、ボーナスカットなど生活者にとって厳しい１年であった。グ

ローバル経済が台頭し、社会主義から市場経済へと移行し、活性化した時期もあったが、一昨

年から負の部分が顕在化し不安定な状況となった。規制緩和による自由経済で正と負があらわ

れた。自由の中にも規制やルールが必要だ。このように厳しい状況だが、当食品業界は比較的

堅調に推移した。当業界は好況期には多忙だが、地味だ。しかし、不況期にも消費は底堅く安

定している。小売業界は過剰な競争で、消費者は生活防衛意識が強く、低価格志向が今年も続

くものと思われる。自由な競争のン化でも、自制を含めて業界全体の秩序に目を向けるべき

だ。協調意識をそれぞれが心中に持ちながら、食品業界が繁栄し、各企業が発展していく事が

望ましい。今年は寅年で勢いのいいイメージの年だが、トラも親子もあり、仲間もいるだろ

う。この時代こそ、穏やかな仲の良いトラの寅年であってほしい」と挨拶した。 

ついで賛助会員を代表して竹内秀樹氏（味の素（株））は、「九州は九州新幹線全線開通、新

商業施設などを控え、期待は大きい。また、農産物などの自然の恵みを大事にして地産地消を

含めて食品業界発展の土台にしたい。食文化を高め、質を上げることが求められている」と挨

拶した。 

九州・沖縄副支部長の栁川 信氏（ヤマエ久野（株））は、「昨年は政治経済を含めて激しい

１年であった。日本は需給ギャップが大きく、改善するには時間が必要だろう。 

今年こそ原点に返り、姿勢を正す時だ。低価格競争は自滅の道をたどる。毅然とした態度で

臨むべきだ。今年も厳しさは続くものと予想されるが、出口のないトンネルはない。皆様のご

健闘を祈念する」と挨拶した。 

 

「明るさ」四国から発信 

「四国食品業界新春名刺交換会」が今回から四国支部が後援して、１月６日午後１時よりＪＲ

高松駅前の全日空ホテルクレメント高松で開催された。 

卸やメーカーなど１００社２００人が参加した。四国支部長の竹内克之氏（旭食品（株））は、

「日食協は農水省所管だが、政権交代で役人も戸惑っている。食料自給率が先進国で際立って

低い日本に立ち止る暇はない。食品業界も低価格、ＰＢラッシュだが、生活者が満足している

か疑問だ。メーカーと卸が一体となってＳＭの売場活性化の事例を次から次へと作り上げると

きだ。ウェルかめ、坂の上の雲、龍馬伝がＮＨＫで放映され、龍馬伝だけで３３０億円の経済効

果と言われ、高速道路の１０００円化で、香川県のうどん店はどこも賑わうなど、四国は明るい

兆しで満ちている」と挨拶した。 

続いて米田 充氏（味の素（株））が「食品新聞の新年号に『無理な要求にノーと言えるメー

カーと卸に』との記事がわが意を得た。今年は①日本一高い返品率の汚名返上②昨年１１月か

ら安売り合戦が過熱しているが、商売の正常化③消費者起点での買い場発想で需要創造 この

３点を意識して取り組みたい」と述べ乾杯した。 

最後に枝松 孝氏（（株）四国リョーショク）が「今年の寅年。寅刻は午前４時の２時間前後

で、真っ暗だが夜明けは近い。また陰陽説では陽の年で、明るく上昇、高揚する年で、商売も

利益になる。ちなみに昨年は陰で、商売も損失。今年は明るさが見えてきたし、利益につなが

る年にしよう」と挨拶して３本締めを行って散会した。 
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講演する廣田 正氏 

開会の挨拶をする濱口泰三近畿支部長 

[社]日本加工食品卸協会近畿支部・大阪府食品卸同業会共催 

－２月１８日－ 

２月１８日（木）大阪都島の太閤園におい

て、（社）日本加工食品卸協会近畿支部と大阪

食品同業会共催による、恒例の「新春講演

会」が開催された。 

今回は当業界の大先輩であります、株式会

社菱食特別顧問の廣田 正氏が食品卸売業の

現況と課題について「これからの食品産業」

という演題で講演された。 

分りやすいシンプルな内容と重厚な話術で

評判の高い同氏の講演に、２５０名を超える会

員、賛助会員が参集した。会の冒頭に、近畿

支部長の濱口泰三氏は（伊藤忠食品（株））「未来が不安と呼び、希望が無く夢を見る事すらなく

なってきている時代に、これから先僅かでも夢や希望がいただけるような話を、業界の偉大な

リーダーである廣田氏からお聞きしたい。」と挨拶した。以下講演内容を抜粋して掲載する。 

 

 

 

 

 

新春講演会「これからの食品産業」 

講師 株式会社 菱食 特別顧問 廣田 正 氏 

ただ今、過分なご紹介を頂戴致しました菱

食の廣田でございます。 

本日はお呼びいただいたので、大変僭越で

はございますが、与えられた時間、１時間半

ばかり、考えていることについて皆さんに申

し上げたいと思います。 

とは申しながら、私はご承知の通り一介の

商人
アキンド

なので、学識経験者のような格調の高い

議論を展開することもできませんが、唯一つ

だけ頼りが有ることは、さきほどご紹介に有

りましたように、１９５５年から今日まで５５年

講 演 録 

新春講演会開催される 
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間この食品産業にお世話になって住み暮らし

てまいったわけでございますので、この間、

いろいろな形で、社会の変化が行われました

が、そういうことに立ち向かいながらどの様

なことを考えながら、かつまた、現状それを

踏まえてどのように感じているかという問題

を、皆様がたに、お話しを申し上げさして戴

きたいと思います。 

先ほど、濱口支部長様からもお話しがござ

いました通り、大変ひどい時代になってきて

しまったと思っております。 

後ほども申し上げたいと思いますが、客観

的にはそのようなひどさではないわけなんで

すが、何としても、先行き不安感というもの

が大きく横たわっておりまして、この壁を結

局乗り越えることが出来ないと、ここら辺が

やっぱり消費が大きく落ち込んできている一

つの原因ではないかと思うわけでございま

す。ただ、別な角度から考えてみますと、何

かというと、私が所属しております言ってみ

れば株式会社菱食という会社は、昨年の８月

１日で３０周年をお陰様で迎えたわけでござ

います。 

考えてみればその発足は１９７９年、まあだ

いたい８０年でございますから、そういった

意味からいたしますれば、その３０年でだい

たい一つの歴史が過ぎたと。 

もっと言うならばその前の大合併で菱食が

出来たということが何であったかというと、

戦後出来あがった、ご承知の通り、敗戦が

１９４５年でございますから、それからちょう

どやっぱり３０年ちょっと経ったようなスキ

ームで、菱食が誕生せざるを得なかった、か

っこ良くいえば未来の為に大合同したという

ことも言えるわけではございますが、もっと

言うならば戦後の一つの有りようではその

後、こう、成長ができなくなってきた、そこ

でやっぱり４社が集まって新しい会社になっ

てそして菱食をつくってきた。 

そしてお陰様をもちまして、ある程度の会

社に成長してきた訳でございますが、そこで

また新しい曲がり角を今むかえておるという

感じで宜しいのではないかと思うわけでござ

いますが、そのような事から申しますれば、

だいたいこうした時代にはやっぱり歴史に学

ぶということ事が一番大事なことでなかろう

かと、それじゃ日本は今後どうなるのか、大

丈夫なのかという時に、言ってみれば近世で

日本の国がぶつかった大きな転換期というの

はいつだったかということを考えてみると、

これは多くの歴史学者も指摘しているところ

でもございますが、第一の転換期は明治維新

であったと思うわけでございまして、そして

その次なる転換期が太平洋戦争の終戦であっ

たと、まあ敗戦であったということであった

わけでございますが、この二大ピンチに日本

という国は見事に打ち勝ってその後の大成長

を続けてきた訳でございます。 

そのような意味から申しますれば、今回の

大きな混乱期、転換期も必ずや私は立派に日

本は乗り越えてくれるだろうと確信を致して

おるところでございますが同時にこうした時

に大事なことは一体何かというと私はやっぱ

り強力なリーダーの存在ということだと思う

わけでございます。 

先ほど濱口様のお話にもございましたよう

に、言ってみれば夢のある未来というものを

指し示して、それに“行こうよ”という呼び

かけるリーダーこそが必要であろうかと思う

わけでございます。 

本日ご来会の皆様方は、この関西地区を代

表する卸売業のトップの方、そしてまた製造

業のこの地域におけるトップの皆様方がご参

集でございます。 

まあ一番大事なことは一体何かというと、

皆様方のお役割ということが一番大事な時代

を迎えているということをまずもって冒頭に

お話しを申し上げてみたいと思う訳でござい

ます。 

そういったことが時代として察知できるか
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らでございましょうか、先ごろから言ってみ

ればＴＶ番組等において明治維新、明治時

代、あるいは坂本竜馬、こういった番組が多

く求められておる訳でございまして、これは

潜在的に日本が強力なリーダーをやっぱり渇

望しておるということの表れではないか、と

いうふうに思う訳であります。 

そのレジュメのほうに書いておきましたけ

れど、過日、日経ビジネスですか、出ており

ましたがリーダーの基本的な必須要件として

は一つ、広い視野、弾力的な発想こうしたも

のが不可欠的に必要であります。 

それからもう一つ間違えないことは、何か

というと数々の困難を克服する忍耐力と実行

力、これに尽きるのではないかと言うふうに

思う訳でございますが、そのようなリーダー

待望論が今展開されているところではないか

と思う訳でございます。 

ある意味から致しますと時代がリーダーを

つくるということも有りますし、またリーダ

ーにとっては言ってみれば大変チャンスな時

期ではないかと、ここにおいて大きく力を発

揮するということが、私はその後の輝かしい

成功というものをつくり上げる源泉になって

きておるわけでありまして、だいたい私は、

時代と才能というものを考えたときにこの二

つがうまく適合しないとですね、中々このヒ

ーローというものは生まれて来ないと思う訳

であります。 

一つの至近な実例を申し上げてみると、こ

このところ大分苦労しているようでございま

すがアメリカのタイガーウッズなんていう人

もある意味でゴルフの天才でございますが、

あれがもし第二次世界大戦のような時に生ま

れておって、鉄砲を担いでおったらですね、

何ら一般の人と変わりなくて一生終わってい

たかも知れん、だからある意味で天才なり、

リーダーが出て新しい時代をつくるというの

は時に恵まれなければならない必要性が有る

と思う訳でございますけれども、まさしくや

っぱり時代のリーダーというものが今それを

欲しているというところからすれば、今日ご

来会の皆様方が大きくここで決意なされて、

そして大きな指導力を発揮していただくとい

うことが、私は大事な時代と言えるのではな

いかと思う訳でございます。 

先ほどの日経ビジネスの必要要素に付け

加えて私があえてもう一つ申し上げるとす

るならば、それは何かと言うとやっぱり使

命感が必要であると、リーダーというもの

は、やっぱり自分に従ってくれる大衆とい

うものを幸せにするという使命感が有って

初めて人は付いてくるわけでございます

し、我々は食品産業に携わっておるという

立場からすればこの食品産業をいかに次の

世代も立派なビジネスに作り上げていくか

という意欲というものが私は極めて大事だ

と、そしてそれには自分自身が全力を挙げ

て取り組むんだという使命感が私は無けれ

ばいけない、まさに私は先ほど濱口様が指

摘された現代の無力感というものは何かと

言うと、リーダーたちの志というものが欠

けているということではないかと思う訳で

ございまして、一番顕著な例は政治家でご

ざいますけれども、これはビジネスの世界

にあっても我々の先輩たちが今日の食品産

業をつくってくれた志というものをもう一

度大事にして新しい食品産業に作り替えて

いくということが私は大事なのではないか

と思っております。 

そのような意味で申し上げれば現代の世相

というものは大変大きく混乱をしておる訳で

ございますけれども、私も大変年配になって

まいりまして、つくづくこのところ感じます

問題は何かというと、やっぱり世の中の有り

様が少しおかしくなってきておるということ

ですがそれは何であるかということではご

ざいますが、もちろん社会のせいもござい

ますけれども、もう一つ大事なことは何か

と、我々ももっとちゃんとしなければなら
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ないんではないかというふうに思う訳でご

ざいます。 

現代において私は一番欠けているものは一

体何かというと、自己責任という問題だろう

というふうに思う訳でございまして、このよ

うな時代に皆して幸せをつかんでいくという

リーダーに育つという為の自己責任、俺がや

らなくて誰がやるんだという言ってみれば自

負というものが、あるいは意地というものが

やっぱり明治時代あるいは敗戦直後に比べて

今欠けてきてしまっていると言うことではな

いかと思う訳でございます。 

周りの至らなさを指摘するということは容

易なことではございます。 

枚挙にいとまがないぐらいであります。 

しかし同時にやっぱり我々がやらなければ

ならないことをやっているだろうかどうか

と、ここいら辺が一番大事なところではない

かと思う訳でございます。 

そのような意味であえて私自身今どのよう

な事を心掛けてやろうとしているかと考えて

みますと、今の日本をどの様に理解するかと

いうことがまず第一番に大事だろうと思う訳

でございます。 

それにつきましては我々が得られる情報

というものがどうも正しい姿で入ってきて

いないのではないか、正直申しまして多く

の皆様もそのような方がおられると思いま

すけれども、テレビのニュース番組、それ

も私は出来るだけＮＨＫ限りにしておりま

すけれども、言ってみれば非常に偏った報

道が多いと、ある意味から申しますと報道

機関自体が視聴率や発行部数というような

ものが一番大事になってまいりまして、そ

のような事に訴えるということが最も易し

い道だと、後ほど申し上げますが流通業界

が低価格というもの一本に、言ってみれば

関わりあってしまっておるという欠点と同

じような欠点がやっぱりそこにあるのでは

ないかと思っております。 

大変僭越ではございますが私はどのように

そのような情報を得ているかと申し上げます

ならば、私はテレビの地デジのニュース番組

は一切聞かないことにしております。 

それは何故かというと正しいデータの紹介

ということではなくて、そこにきわめて主観

的なものが含まれて、頼みもしないのにそこ

に言ってみればコメンテーターという方がお

られてご高説を伺わなきゃならんという不自

由なニュースは無いと、だから今一番見てい

るのは何かというとＢＳ放送の第一放送、特

にみておりますのは何かというと朝６時か

ら”おはよう世界”というのがございます。 

これを御覧になりますとですね、極めて客

観的に世界中でですね、その前日どの様なニ

ュース報道が行われたかということを簡潔に

紹介してくれます。 

これなんかを見ると本当に良く判ります。 

ハイチの状況がどうなっているか、或いは

ギリシャの金融危機がどういうふうになった

いるか、それから、いってみれば中国におけ

る奥地の混乱がどうなっているか、まあ、極

めて客観的にですね、放送がございますので

これを見ながら自分できちんと判断する。 

ギリシャの金融危機が日本に及ぶかどうか

ということはその正しいデータに基づいて自

分で判断しなければいけないということでは

ないかというふうに思う訳でございます。 

では何で朝６時のＢＳ放送かというと午前

５時にアメリカのニューヨークの株式市場が

閉じられるわけでございます。 

だからある意味からすると前日付けになり

ますけれども、ニューヨークの株式市場がど

ういうふうに動いたのか、円がどういうふう

に動いたのかこれに介して世界の使用通貨が

どういうふうに動いたのかそしてそこでいろ

いろな主力の資源の相場がどのように動いて

いるのか、こういうのがですねデータとして

きちんと照会されますからそのデータに基づ

いて自分で判断する。 
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私はこれが非常に大事なことではないかと

思う訳でございます。 

あえて申し上げれば個人的な事で恐縮です

が私は投資信託というものが大嫌いでござい

ます。 

なぜかというと証券会社にアナリストとい

うのがいて余りよく判っているとは思わない

のですが経緯と称してですね、いろいろと予

測をして金融商品を作り上げる訳ですけど、

率直に言ってそういう人たちと個人的に会っ

て話してみるとほとんど自分のお金で買って

ません。 

やっぱり私は大事な自分のお金を預ける

ですから、良し悪しは自分で判断してそれ

に賭けるべきだと、だからある意味からす

ると金融商品のいってみれば行き過ぎとい

うものがリーマンショックなんかに繋がっ

てきている訳でありますけれども、これは

一方においてそういうものを煽って作った

そういう仕組みを作った人が悪いんです

が、そういうものに乗っかってしまった大

衆の方にも私は些かの責任があると思わざ

るを得ない訳でございます。 

だからそれについての罪とがを関係者だけ

に着せることは簡単でございますけれども、

そんな人に責任転化する事で大事な一生を過

ごすよりもやっぱり少なくとも自分の大事な

一生は自分が正しいデータに基づいて自分が

判断するとそして自分の愛する家族、自分の

愛する企業の社員たちは自分がきちんと責任

をもって連れて行くということが一番必要な

時代になってきたのではないかというふうに

思っております。 

だいたい全体的な流れからいたしますと先

も濱口様のお話にいみじくもございました、

この２０年間、言ってみればデフレしかなか

ったとこれをどういうふうに理解するかとい

うときに、私は発端はベルリンの壁の崩壊だ

と思っております。 

でベルリンの壁の崩壊、あれが起きた時

に、あのニュースを聞いたときに私は良く判

りませんでした。 

やっぱりそれまで世界はこの社会主義国

家と資本主義国家の二つで争われておった

訳でございますけれども、あれを機会にそ

のあと、資本主義に統合されてくるのであ

りますから、さぞかし良い時代が来るのだ

ろうという理解しかございませんでした。 

おまけにベルリンは遠いですから直接的

な影響は無い訳ですからその程度の理解で

した。 

ところが実態はそうでなかったということ

に私は気が付きました。 

何かというとそれまで私どもはグローバル

社会に生きてきたと思っていたけれど我々の

グローバルというのは西側諸国だけだったの

です。 

それがですね言ってみればベルリンの壁の

崩壊によって、東側諸国も世界の中に入って

きたということです。 

これは由々しいことだと、早い話が東側諸

国の低廉な労働力と低廉な資源というものが

世界経済のバランスの中に入ってきた訳であ

りますから、そのあと間違いなく起こった問

題が何かというと価格破壊であります。 

供給過剰構造というものがそこに一挙に出

現したということであったんではないかと私

は思う訳でありまして、ベルリンの壁がまさ

しく１９８９年、それから致しますればだいた

い２０年間、先ほどのお話にもございました

ようにデフレしか知らない子供たちの世代に

入ってきてしまったということではないかと

私は思う訳でございます。 

過日、東京大学の伊藤元重先生が産経新聞

の社説のところで書いておられましたけれど

も、私は単純な商人
アキンド

でございますから、商売

というのは何かというと一番大事なものは需

要と供給だと思います。 

このバランスが取れているときにですね円

満な流通が実現する訳であります。 
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先ほども申し上げましたように東側諸国の

ベルリンの壁の崩壊によりまして、潜在的に

膨大な供給力というものが世界に加わってき

てしまった訳でございますから、価格破壊、

デフレ継続、そしてまたそういう諸国の実情

というものがすぐには供給力の方に加わって

まいりません。 

技術的にも遅れておりますし、やっぱり貧

困からそこらの国の方々の言ってみれば経済

の立ち直りにも若干の時間を要します。 

しかし段々とそれが実ってまいりまして言

ってみれば２０００年に入りましてリーマンシ

ョックまでの８年間は、世界のまれにみる同

時好況の時代です。 

世界経済がＧＤＰベースにして、だいたい

４％の成長をした訳でございますから、世界

中がみんな豊かになってハッピーになったと

いうことであります。 

そして同時に後進国であった諸国に対し

てですね言ってみれば西側諸国の資本とい

うものが大きく投下されそして企業も進出

し、彼らを育て大きな供給力というものが

出来あがって来たというのが現実ではない

でしょうか。 

私は多少なりと学んだところによりますと

歴史学の中で「後進の先進性」という言葉が

ございます。 

どういうことかというと、一番遅れておっ

たものが一番新しい先進的なものを学んで一

番最初に来てしまうということです。 

今ですね中国、あるいはインドをはじめと

するブリックス諸国辺りの大きな台頭の時に

見られるものはまさしく私はこの「後進の先

進性」であると。 

だけどこのことにあまり文句は言えない

んですよ。 

先ほど申し上げましたでしょう、日本の近

世における大きく発展した二つの時期、明治

維新の時、その遅れに気が付いて明治時代の

我々の先覚者たちが西欧文明を取り入れる

と、取り入れるのだから一番新しいものを取

り入れますからね、それで急速な経済発展を

みた訳でございます。 

その次のケースは何ですか、敗戦であり

ます。 

これはですね徹底的に既存の設備は破壊さ

れて日本中が焦土に化したと、そうしたらま

ずもってそこで学んで入れる技術というもの

は、世界の最新の技術というものが入ってき

た訳です。 

だからその後の日本の経済発展というのは

極めて大きかったということが言えると私は

思う訳でございます。 

自分だけがそういうメリットを享受してい

て、今ですね中国とかインドは脅威であると

まあ何とか余り発展してくれない方がいいて

いうのは手前勝手過ぎる話であってこれは自

然の成り行きと思わなきゃいかんし、自分の

国が幸せであったことを、言ってみれば、そ

ういった諸国が今ねそういうものを身につけ

ようとしているんだという理解が私は一番大

事なことではないかと思う訳でございます。 

ご年配の方も大分多くご出席でございます

ので過去を振り返ってみるとですねみんなそ

の流れだったじゃないですか。 

だいたい日米経済摩擦ていうのはしょっち

ゅう有って、一番最初はですねアメリカの繊

維産業をですね日本が打ち負かして、日本が

取り過ぎるからということでけしからんとい

う話が起きました。 

次は家電が起きた訳であります。 

そして今、自動車が起きようとしておる

訳で有ります。 

もうある意味からすると我々は最前線に来

ちゃってね我々の先進国からですね「後進の

先進性」で、取るべき領域というのはほとん

どなくなって、これから始まっているのは何

かというと我々の後にくっついてきた中国と

かインドから我々がやっていた通りのことし

か出来ないとしたら我々の地位というものを



－ 13 － 

奪われてしまうという、単純な理屈だけだと

思う訳でございます。 

それから致しますれば、先ほどらい申し上

げましたように私どもがこれからの３０年、

そして５０年にとってはですね、また新しい

領域に日本という国を作り上げていかない限

り、やっぱり次なる経済発展は無いと私はも

う思い知らなければいけないと思う。 

だから勇気を奮ってもう一遍この国の形

を作り上げなければならない時期に今来て

おるというところではないかと思う訳でご

ざいます。 

ですからある意味からすると今回のリーマ

ンショックとかそういう問題というのは、言

ってみれば引き金になったかも知れないけれ

ど成るべくしてなってきている形だというこ

とでありまして、それをそのように受け止め

て、冷静に対応していかない限り次の成長・

発展というのは無いということを我々は意識

しなければならないということではないかと

思う訳でございます。 

そういう点からすると、言ってみれば、今

まで日本が優位を占めてきた仕事はまず余り

通用できなくなってくるだろう、中国なんか

もすごく経済発展をしまして今、銀座なんか

へ参りますと中国語が飛び交っているような

状況でございますから、彼らはそういう意味

で購買力を大いに発揮していただいて、それ

は結構なことだと、だから今朝も話してきた

のですが、２０年前くらいですかね、我々が

パリに行き有名なブランド店に行ったら日本

語ばっかりしかなかった時代と全く同じ状態

だから、世の中人間というのは全く同じよう

なことをやっているんだなとつくづく思う訳

でございますけれども、そのような形でござ

いますが、そうは言ってもやっぱり彼らの国

にそれが内需に結び付くというのには時間が

掛るんですよ。 

だいたい日本が生々発展するときのそうい

った日本の輸出というものを受け入れてくれ

たというのは私はアメリカ経済だったと思う

訳でございましてそれがもういよいよサブプ

ライムローンまで利用して買うところまで買

ってしまったら、こいつは余りあてにならな

い訳で、ある意味からすると日本あたりはも

うそろそろ先進国型の経済に移行して、やっ

ぱりそうしたこれから追いついてくるであろ

う人たちの商品をやっぱりある程度買ってあ

げなければならない立場に来てる、だけど買

うだけでは商売は成り立ちませんから、ま

た、今までになかった新しい価値というもの

をですね、我々が創造していかない限り、や

っぱり、現在の豊かさが継続できていかない

ということも同時に知るべきだと、そのこと

を意識したリーダーというものがやっぱり、

きちんと生まれて来なければならない時代に

なっているということではないかと思う訳で

ございます。 

それからするとマスコミとかもう一つは学

識経験者なんてある意味では大変だと言う話

が大きいほど視聴率が上がるし、まあ言って

みれば発行部数は増えるし、それを解決する

為に“おれの話を聞け”なんてね学識経験者

がおっしゃれば、月謝も増えるでしょうか

ら、だから、まあ少しエキセントリックにそ

ういう危機的な面が、結局、煽られ過ぎてる

と、もう少し我々は自分の目で判断して、自

分の頭で考えて、そしてですね、正確な理解

をしていかなければならないのではないか

と、まあ、ある意味で実態以上に私は今の

日本というのは悲観しすぎちゃって何をし

ていいかわからない状態に段々と陥ってき

ているということではないかと思う訳でご

ざいます。 

論語に“信なくば立たず”ということがご

ざいますが、これはご承知の方が大変多い訳

でございますけれど、やっぱり国が発展して

いくためにはまず食料というものが充分に有

らねばならない、二番目には国を守る軍備力

というものがなければならない、そして最も
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大事な事は一体何かというとですね、きちん

と信じる国の政治が行われなければならな

い、これが“信なくば立たず”という訳でご

ざいます。 

一番最初の食料とかですね軍備は何とかな

ったって信頼が無くなった政治というのが一

番ダメなんだよということですね。 

論語というものも偉いものですね、紀元前

６～７００年前にあんなことを言っているので

すから。 

それから考えると人間というものは進化し

ないものだなあとつくづく思う訳でございま

すが、これは政治家の方に聞いてもらわなけ

ればならないことでございますが、本当に

“信なくば立たず”なんて言葉はもう一遍

日本のリーダー達は良く勉強してもらいた

いものだというふうに考えておる訳でござ

います。 

あんまり悲観しすぎているじゃあないかと

言うことについてですね少し申しあげるとで

すね、どういうことかと言うとこれはおそら

く濱口様あたりもそのようなことをおっしゃ

りたかったんだと思うけれど、まだね充分

に、言ってみれば、金持ちなんですよ、日本

の国は。 

だからまだやり様は何とでもある。 

さっきの話のですね明治維新の頃とかね、

敗戦の時と比べればもう桁違いに良い訳で、

そんなに悲観ばかりしていないで、これも今

持っている資産をきちんと生かして次の時代

を開くくらいのことをしなかったら、ご先祖

様に申し訳ないというのか、まあ、言えるの

ではないかというふうに思う訳でございます

が、例えば、その中国がＧＤＰで日本を上回

るのではないかと、大変だ、大変だと、日本

は大変だというとですね、儲かる人が居ると

みえて、大変だというのがすごいはやるん

だけど、幸いにして昨年度についてはです

ねまだ追い越されずにいたようですが、追

い越されたって私は大したことは無いと思

っている。 

だいたい、だって日本の１０倍の人口が居

るんだから、だから早い話が同じになってま

だ国民の一人当たりのＧＤＰってね言ってみ

れば日本の１０分の１ですよ。 

そんなの当然でしょう。 

中国くらい優秀な国、この間も私は中国に

行ったりインドに行った時に教えられました

よ、それは何かと言ったら３００年前にはこの

両国でですよ、世界のＧＤＰの４０％占めてた

と言うんですよ、その後、植民地戦略なんか

でどんどんいたぶられちゃったから貧乏にな

っただけの話で、貧乏だった人が今ですね元

に戻ろうとして来ているぐらいの寛容さで見

て戴いたら、日本だってやっぱり貧乏から金

持ちになってきたんですからまあその位の変

化が有るでしょうね、だけどね、大騒ぎなん

かしちゃあ駄目ですよね。 

そういう意味からすると言ってみれば日本

の方がずっと豊かなんですから。 

だって日本が辛うじて中国に比べ、昨年ト

ータルで２位を奪われなかったことは円高の

せいだと思う。 

早い話が円のレートなんてしょっちゅう変

わっているんだから。 

日本の国ぐらい素晴らしい国は無い、だっ

ておれおれ詐欺なんてどっかのばあさんが何

百万か持っている、持ってなければ送れっこ

無いじゃあないですか、そんな国なんか世界

中に有りません。 

おれおれ詐欺師は日本の国以外でなんか商

売になんかならないですよ。 

そんなお金をおばあちゃんが持っているの

に、産業界が出してもらえずにいるというの

が今の日本なんですよ。 

それじゃあ何で出さないのかと言うと先行

き不安感ですよ。 

だから一番の我々の問題点は先行き不安感

をどうやって払拭するか、こいつをですね私

はやっつけないといけないのでは無いかとい
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うふうに思う訳でございます。 

そうなるとやっぱり大事なものはなにか

と、やっぱり教育であってみたり、企業の研

究開発ですよ。 

新しい商品というのをどんどん生み出して

いくという活力が産業界に無ければいけない

と思う、それはどうすれば良いかと言うと、

それはやっぱり利益がなければなりません。 

私は永年日本に家庭用冷凍食品がやって

きたころから一生懸命取り扱ってやって来

ましたけれど、一時期あれは良い仕事にな

りました。 

早い話が良い商品がどんどん研究開発され

てそりゃあそうですよ、利益が上がるんだか

らみんな熱心にそこに資源を投入してねそし

て新しい製品が生まれてきました。 

活性化しました。 

画期的な新商品、たくさん生まれました。 

それがね、４割引とかね、５割引きになっ

てからね全く出て来なくなっちゃって、やっ

ぱりこいつが一番問題ですね。 

後で言うのを忘れちゃうといけないから

早めに言っておきますとね、農業者や水産

業者、これねだいたい世界の流れをみてお

りますと、一番恵まれない国で作らせるん

ですよ。 

あんまりやるのは好きじゃあないんです

ね、みんな。 

いや好きな人もあります、だけどね、まあ

少ないでしょう。 

だから日本でどうなったか、かつてはです

よ敗戦直後なんていうのは、言ってみれば、

地域でみんな農業なんかやった訳ですけれ

ど，そういった人がね、そんなところで苦労

しているよりも東京に出ていって、或いは、

大阪に出ていっていろんなところに就職すれ

ば負けないようなお金が稼げるというからで

すね、どんどこどんどこみんな出てきて、

今、日本の地方はうんと過疎になっちゃって

それで一極集中・二極集中という様な形にな

ってきている訳なんですけど、早い話が自給

率は４０％くらいになっちゃっているという

状態ですけれど、それと同じことが今のね、

中国で行なわれている訳ですよ。 

だから奥地の方からですよ、どんどん沿岸

部に出てきて、みんなしてですよ、言ってみ

れば、普通の仕事、工業だとか商業だとかサ

ービス業だとかに変わってきてますよ．そう

したら誰が作るんですか、ものを。いや、早

い話が中国は作らなくなったと、先進国にな

って、インドも作らなくなったと、そりゃあ

ねもっと貧しい国に作らせると、そういうこ

とで本当に良いのでしょうか。 

私はねやっぱり大事な事は何かと言うと、

そういう仕事、農業とか水産業もねやっぱり

ね夢と希望を持てる仕事にしなきゃあ駄目だ

と思う。 

そういう仕事にするためには何かと言うと

やっぱり彼らが誇りを持てるような収益性と

いうものを与えなければ駄目ですよ。 

あんなきつくてね、いやな商売は無いと言

って若い人達が次に就職しないような仕事に

しちゃってごらんなさい、私はどこかでやっ

ぱり世界の食糧難て言うやつがね、作ってく

れる人がいなくなっちゃうと思うよ。もっと

私がいやなのは何かと言うと、そういう仕

事、自分がやりたくない仕事はお金でもって

ね、誰かに作らせて買ってくれば良いと、そ

ういうものは出来るだけ安く買いたたけば良

いなんて思っていて、私は良い商人
アキンド

なんかに

なれないと思うね、だから、早い話が一緒に

仕事をしてくれている人、サプライチェーン

自体のどっかに繋がっている人は、ある意味

で我々のパートナーだと思って少なくとも彼

らがですね、勇んで明日も仕事に出て行ける

ような対価を、私は、払う仕事で有るべきだ

というふうに思っていますね。 

だから我々もこうした一つの不況下にあっ

て、低価格の流れというのは紛れもなく有る

のですけれども、そういう問題の配慮だけは
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ですね、忘れてはならないのではないかとい

つも思っている訳でございます。 

そのような意味からするとこれからの日本

は、相当、またもう一遍、敗戦後の時とか明

治維新と同じくらい努力しないと次のステッ

プは拓けて来ないと思うし、その次のステッ

プと言うのは、正しく、皆様方がやっぱりリ

ーダーとしてですね、行方を従業員たちに、

家族の為にやっぱり指し示さなければいけな

いのではないかというふうに思っておるとこ

ろでございます。 

そんなことを言うと一番問題になるのは政

治ということになる訳で、政治は本当に困り

ますね。 

我々の起業にとってさえ非常に大事な事は

何かと言うと企業戦略というのが一番大事な

時代になって来ている訳です。企業戦略が大

事な時代というのは、もっと大事なのは何

か、国家戦略なんですよ。 

この国はどうやって今後新しい形になって

生きて行くんだと、そのために研究開発費を

これだけかけて、こういう産業を育成してい

くんだという形になって来ないと、やっぱり

私はいけないんじゃあないかなというふうに

思いますね。 

私はその中でね一人の商人
アキンド

として、やっぱ

り大変誇りに思っていることは何かと、世の

中から必要だと思われる仕事を次々に作り出

して来たから、我々中間流通業・卸売業は今

日に至るも仕事が出来ていると思いますわ。 

だから、問題は何かと、社会の要望が変わ

ってくる訳ですよ、次々に、新しい要望がた

くさん出てくる訳です、だから、それは、今

までと同じやり方じゃあね、やっぱりですね

いけませんね。 

新しい時代の新しい要望というものに、ど

ういうふうに応えてですね、そいつを作り上

げていくか。 

私は何年か前に業界紙の方のインタビュー

に応えて言ったことがあります。 

２０世紀は生産技術の革命の時代・革新の

時代だったけれども、２１世紀は提供技術の

革新の時代に入ってくるんじゃあないかとい

うふうな感じがしますね。 

早い話がユニクロさんなんて見ているとま

さしくそんな感じがします。 

だから新しいスキームっていうのは、そこ

で作っていかなきゃあ、なんないと思うんで

すね、そこで一番頑張ってもらわなければな

んないのはやっぱり政治ですね。 

そこで一言申し上げましょう、そりゃね確

かにだらしないですよ、だけど早い話がそう

いうのを選んだのは我々じゃあないですか。 

福沢諭吉先生がすごく良いことを言ってお

られます。 

それは何かと言ったら”愚民の上に辛き政

治あり”良い事言うねえ本当に、あれから

１５０年たったんだよね、あの頃から福沢先生

って判っているんだから。 

今、政治が駄目なのは、我々が愚民である
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からじゃあないでしょうか、選んだんだもの

そんなものを、今になって、慌ててみたって

始まらない、これで参議院選挙、どうなるか

という問題でありますが、まあ、そういうふ

うな感じでいる訳でございます。やっぱり国

に活力と希望が出てきたらね、私は少子化な

んてねすぐに片付くと思いますよ。 

だいたい２０年くらい前かなあ、フラン

スがやっぱり少子化問題で悩んだ事があ

り、政治問題になりました、しかしねえそ

のあと、あれはね暗い時代でした、フラン

スのとっては。 

そのあとドゴールが出てきて国の威信をか

けて回復しました。そうしたらすぐに片付い

ちゃったですよ。 

今なんか先進国の中でフランスが一番です

ね、出生率が高いですよ。 

国に希望と活力が出てきたらね、私はね少

子化なんてね、そりゃあね働く女性の施設を

作るとかいうことは大事ですけれど、一番大

事なものは何かと、国民に希望をもって自分

が結婚して作った子供が幸せになると思える

ような社会にやっぱりしなきゃあね、私はい

くら設備を作っても駄目だと思う、そんな感

じである訳でございます。 

食の世界の卸の話は今日はしないで、他の

話ばかりして、ストレス解消しているのかな

と思われるといけませんので、少しこれか

ら、皆様方と我々の商売の話をさせていただ

きたいと思うのですが。 

そこでね、私ね考えなきゃあならないこと

は何かと、やっぱりねこの食品産業に携わっ

ているということの幸せさを、これ大事な事

ですよ。 

だってね、毎日三回食べるんだから実需が

必ずあるということね、こういう産業にいる

から他の人の事は判らないけど、他の人は大

変だと思いますよ。 

だから、耐久消費財なんて作っている人な

んて本当に大変、だから去年いろんな形で結

局古いこの古着を引き取るとか、古い電化製

品を引き取るとか、いろいろありましたけれ

ど、我々の産業は本当に毎日消化しているん

だから他の人なんかから見ればこんなに言っ

てみれば羨ましい商売は無いというふうに言

っておりますよ、本当に。 

それから私もこのところいろいろと機会が

有りましていろんな研究会に出てみると厄介

ですね。 

自動車産業なんて私は間違いなく次の時代

には電気自動車になると思うね。 

だから早い話が今、トヨタ様は従来の車、

ハイブリッドでずいぶん苦労しております

が、それは苦労のし甲斐と言うのは限界が有

って電気自動車なんてのがもっと発展してき

たら、ある意味からすると家電製品になっち

ゃうかも知れない訳ですよね、だからこれな

んて，そこに属している人なんかから見る

と、大変なやっぱり変革ですよ、電力なんか

だってそうでしょう、言ってみればこの石油

燃料、化石燃料に依存する電力なんてどんど

ん減りますよ。 

そうしてきた時に今後はどうするのかと、

あのＯＰＥＣにいるヤマニ石油相がうまい事言

っているもんでね、自分の事を良く判ってい

る訳ね、なぜかと言うと石器時代が終わった

というのは、世界中に石が無くなったからで

は無い、もっと良い鉄器だとか青銅器が出て

来たから終わったんだと。 

だからもっと良い燃料が生まれてきたら石

油が枯渇する前に、そっちに行っちゃうだろ

うと、いや、良い事を考えてますね、まあ、

大したもんですよ、そういう危機感が有る。 

それにしてもそういう危機が迫ってい

る、言ってみれば砂漠にいてこの石油を取

っている人達って、未来はどう考えれば良

いのかね。 

そういうのから考えれば、悲観なんかして

る場合じゃあないですよ。 

毎日食べているんだから、後ほどもパー
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ティーかなんか有るんじゃあないですか、

だからここで大いに飲み食いしなきゃあ駄

目ですね。 

それでね、もう一つ言えることは何かと言

うと、世界に冠たる食文化、やっぱり日本の

食は素晴らしいですよ、外国へ行ってみて本

当につくづく思う、良くアメリカなんてあん

なまずい牛肉食ってんなあと、本当につくづ

く思いますね、でっかいだけだもの、イギリ

スなんて行ったら本当にうまいものが無い、

ドイツなんかもっと質素ですよ、だからコン

チネンタルなんて粗末な朝食と思ってるけれ

ど、言ってみれば、ドイツの朝食ですよ、早

い話が、日本でマッシュルームの缶詰なんか

輸出している時に、一番格落ちみたいなもの

をドイツに持っていきましたよ、あそこの人

は質素な質実剛健。 

それでね、日本のビールぐらいうまいもの

は無いですよ、別に僕はビールの宣伝をしに

来た訳ではないけれども、世界に冠たる食文

化というものが有りますからまだまだやり様

はいくらでもありますよ。 

大事な事は一体何かと言うと、やっぱりね

それをいかに生かしきるかという事がです

ね、余り出来ていないんじゃあないかと言う

事がいえるわけでね、もっとやっぱり私は食

品産業に携わるものは食事がおいしく楽し

く、豊かになるという事をやっぱり考えなけ

ればならないと思いますね、非常にステディ

な産業だというふうに私は思っておりました

らちょっと、異変が起きましたね、いや、去

年の暮れからはちょっと悪いわ、だからここ

ぞと思うような言ってみればお店まで前年の

数字を割り込むような数字がたくさん出てま

いりました。ご承知の方も多いかと思います

が私はＣＧＣグループの方の納入者の会合の

会長をやらしていただいているんで、まあ、

あそこの数字はいつも拝見して、地域のもっ

とも信頼されているスーパーマーケットなん

かの数字というのが、さすがにみんなきちん

としていて前年を割っていませんでした、と

ころが、昨年の暮れ１１月～１２月、良くない

ですね、１月も引き続き余り良くない、これ

は一体どういう事なんだろうというふうに一

生懸命考えてみました。で、私ね一つ思い当

たることが有った、だからその会合の時の新

年会がございましたからその時、私は申し上

げました。 

どうも食品産業が他産業にやられているん

じゃあないかと、だって、テレビなんか見て

みると、とにかくエコカーの話とエコポイン

トの話ばっかりですよ、だから、そういった

意味ではですね、エコカー減税でねある程度

限定的な期間が有りますからみんな一生懸命

それを買う、それから、電気製品も家電商品

もそれを買うというような形からするとです

ねエンゲル係数ってね今２３～２４％ぐらいで

すよ、だから４分の１しか支出していない

訳、だからこいつを豊かにするぐらいの事は

全く出来なくはない訳ですよ、だから、そう

いった意味からするとちょっと他産業にやら

れたんじゃあないかと思って、その後一生懸

命ね、データを見たり、新聞を見たりしてい

るんですけど、まさに昨日の日経でしたか

ね、言ってみればエコ自動車とエコ家電に大

きく消費が持って行かれた、だから、早い話

がそういうところでうろたえてしまって低価

格にしちゃったから客数は伸びない、買い入

れ単価も伸びない、だから、単価が値下がり

しただけ、全体的に言ってみれば食品産業が

沈下しているというのが私は実態だと思う

ね、だからこいつはもう一遍、どうしても取

り戻さなければいけない問題じゃあないかと

いうふうに思っております。 

そういうことでねさっきもいろいろ申し上

げましたように正しいデータを見て自分で判

断するという事を言いましたから、私は家計

調査なんてね、しょっちゅう一生懸命見てい

ます。 

まあ、昨年の１２月の家計調査が２～３日
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前にまとまって出てまいりましたからね、そ

いつを見てみたらね、やっぱりね、私の考え

ていた事が余り間違ってなかったなと思って

ます。 

それはどういうことかと言うと、非常に判

り易くお話を申し上げる為に、単純にその

月、前年を上回った月を勝ちに、下回った月

を負けということからすると、昨年の７～１２

月の６ヶ月間、下半期のデータが出てまいり

ましたから私、分析をしてみました。すると

経常収入の方ですな、これがどうであったか

かなと言いますと１勝５敗です。 

だから早い話が実入りは確実に減っている

という事です。 

これに対して消費支出はどうであるかと、

ここのところです、大事な事は、これはね、

実に５勝１敗なんです。 

だから早い話が実入りは減ったけれども消

費支出は減って無いという事ですよ、それ

は、その間、食料品はどうだったのという事

になると、だいたいこういう不況期には食料

品が一番いつも良いのですよ、ところが残念

ながら食料品は３勝３敗ですよ、これに対し

て良かったのは何かと、教養娯楽なんていう

のが６勝です。 

だからこういう時は楽しい娯楽に親しもう

ということでしょうね。 

そして交通通信なんていうのが５勝１敗、

保健医療が５勝１敗、だから、こういうやつ

らに皆なお金取られちゃったとまあ、ある意

味からすると、だから、一言でいえば何か

と、安い食料を買って倹約して、他の支出を

充足したという事ね、私、こいつはまずいと

思うんですよそれはなぜかと言ったらやっぱ

り先ほども何度も申し上げて恐縮だけれど、

言ってみればね、食というのは、単なる食事

の充足だけではない訳なんですよ、出来れ

ば、楽しさだとか、豊かさだとか、おいしさ

とかそういった問題がやっぱり非常に重要な

要素ですよ、我々はちょっとね、それから、

少しね、自らが遠ざかってしまったと、残念

ながら、昨年の暮はそして今もそれが続いて

いると。 

やっぱりもう一遍取り戻さないとだめだと

思います。どうやって取り戻す工夫をするか

という事が、私は、大事な時代になって来て

いるんじゃあないかなあと思う訳でございま

す。 

私自身が高齢者ですから敢えて申し上げれ

ば、高齢者の事例を引いて申し上げるとねい

や、高齢者対応なんて全然できてませんね、

良く判ってないんですよね、良く判ってない

という事は誰も判ってないという事、一番わ

かって無いのは何かっていうと国が判って無

い、だからね、あの後期高齢者保険なんてね

実に判らないやつが作ったんだろうなんて本

当に思っちゃうね。 

そうしてそいつを急に変えてみたりね。ど

ういうふうに判ってないかというと、私は一

番良い事例で思い出すと、キユーピーの創始

者で有られた中島薫一郎さんのエピソードを

聞いたことが有りました。 

ちょうどその方の側近でその後、次の次の

社長になられた樽井史朗さんておられて、こ

の方と私、親友だからしょっちゅう食事など

してるんですが、この方がいみじくも言って

ました。 

この人はずっと中島薫一郎さんの後をくっ

ついてお得意先なんかずいぶん訪問されて、

それでねいろんな話なんかなさっていた、そ

したらね、何にも我儘なんかおっしゃらない

方だったんだけれど、昼飯の時、そこら辺で

おそばかなんか食べようとすると、いつでも

ご機嫌が悪くなったと言うんです。 

それで何とおっしゃったかと言ったら“樽

井さん、あなたと違って私はもうね食事をす

る回数が決まってるんだと、だからね、一食

たりといえども無駄に食事をしたくないと思

っているんだから、この我儘だけは聞いてち

ょうだい”と言われてね、ちゃんとおいしい
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ものを食べに行ったと伺った事が有るけれど

ね、まあ、だいたいこのご意見に尽きるとい

うふうに思いますね。もっと問題なのは何か

と言うと、これは他の角度からいろいろ調べ

てみると、私の友人がね慶応義塾大学でそっ

ちの方の年金だとか保険だとかを選考しまし

てね、この間書いてきましたからそれを見

ておりましたら、やっぱり、つくづくそう

だなと思ったのは何かと言うと、日本の社

会システムのこれからが出来あがってない

んだと、いや、家庭というものの高齢者対

応がね。 

今まで日本でね、そんな大きな問題にな

って出てこなかったじゃあないですか。 

それは何故かというと、日本はですね

代々長子相続ですよ、だから、言ってみれ

ばね、年寄りはある年代に達したら隠居し

てね、家督を息子に譲ると、そうすると、

息子はですねそいつは譲る受けるけれども

両親の面倒は死ぬまで見ると、これが今ま

での日本の社会システムだからね、日本の

社会システムは家庭システムであり、言っ

てみれば、家庭内でその問題、高齢者対応

と言うのは解決して外には出てこなかっ

た、それが今どうなりましたか、それがで

すね、だんだん日本が豊かになった為にで

すね、それぞれ別居するようになって来ち

ゃって、核家族になって来ちゃった、だか

ら昔は新婚当初は別居していたけれども歳

とればすぐ帰って来てくれたものが、だん

だん帰ってこれなくなった、まあ、老人の

方だって少しは問題ありますよ、あんな嫁

とは一緒にすみたくねえとかね、まあ、そ

んな事を言っているから夫婦だけで居る訳

なんだけれど、そうするとこれは元気なう

ちは良いが年がたてばだんだんと体力が衰

えてまいりますから。 

私はねさっき昭和８年なんてもう紹介され

っちゃったから、１９３３年ですから７６歳、も

うじき７７歳になりますが、そういう年齢に

なってまいりますと、友人たちがもう一斉に

高齢化してきましたですね、我々の同級会の

集まりなんてのは、だんだん集まれなくなっ

てきている、昔は夜なんてね銀座なんかでや

るとね、それこそ９時・１０時からこれから

また一戦なんてねどっか出掛けてね楽しんだ

ものなんですが、もうそんな元気が有るやつ

なんかいない、けつまづかずに帰れなんて言

うのが精一杯のところ、いや、本当の話、そ

うなってくると自分で別居しているというこ

とは判るんだが、だんだんだんだんですね自

分で自分の面倒を見れなくなってしまう、ま

あ、今日も男性の方はたくさんご出席だと思

うんでね、女性がおられましたらお許しを戴

きたいんですがまた男性はね楽観的なんだ

ね、自分の方が必ず先に死ぬと思っている訳

で、ところが、世の中そのようにうまくいか

ない訳で、そうすると、後に残って日本型の

亭主なんてね大変ですよ、そういったやつを

どういう介護で、どういうふうな対応する

か、そういう社会システムが出来あがって無

い訳ですよ。 

ヨーロッパなんてね、長きに渡ってそうい

う問題が出来あがって来ているから、そうい

う仕組みに則ってやりゃあ良いんだけれど、

日本の場合なんかね、また、そういう問題が

今まで表に出てこないから、言ってみれば、

政治的な対応も極めて遅れている訳ですよ、

それねこれから全部作らなければならない。 

だけどね、あえて申し上げれば何かと、何

でこんな話を申し上げたかと言うとこれもひ

とつのビジネスチャンスですよ、いや、高齢

者対応のビジネスっていうのも皆様方がどの

ようにしておられるか、私はナショナルブラ

ンドメーカーさんのトップの方、存じ上げて

る方多いからいつも言っている訳ですけれ

ど、売れ筋商品が昨年ほど売れなかった、当

然のことでしょう、前提にしていた家族の員

数やパッケージとね今の人数と違うんだか

ら、そのような訳に行く訳無いですよ、近代
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的な今日的な対応ってどのようにしてなさっ

たのですかと。 

それから量はいかなくなるは、そのくせ

まずいものは駄目、それからメーカー様方

によくよくお願いしておきますが、一番高

齢者にとって嫌なものは何かと言うと、無

駄ね、だから、捨てるものっていうのが一

番嫌ですよ。 

だから、そういう意味からするとね、残ら

ず使い切ると言う単位というもの、こりゃあ

そんなに多くないですよ。 

だからある意味からすると小売業の対応な

んていうのも、小さなパッケージにしない限

り全く売れない状態になってきてる、これを

どういうふうにしてね解決していくのか、こ

ういう事やらなきゃあなんない事たくさんあ

る訳ですよね。 

だから、高齢者対応なんかをきちんとやっ

た企業なんかが、やっぱりこれから多く勝ち

残るだろうと思う訳でございます。 

もっと言うならば、日本列島と言うものの

適正人口は一体どのくらいなのか、その人口

をどういうふうな形で作っていくのか、そし

て、質的にどういうふうにして行くのか、こ

ういう問題を考えるのは、やっぱり、私は政

治だと思う訳でありまして、そういう事を考

えてくれる政治家を一つ選出するように致し

ましょう。 

早い話がね、上の二人だけが異常に金持ち

かなんかで、本当に庶民の苦しみが判るのか

なんてね、思わない訳じゃあないわけであり

ましてね、だから、まあ、心配をいささかし

ている訳であります。 

そこでもう一つ懸念事項を申し上げまし

ょう。 

それは何かと言うと一昨年の春、商品価格

がすごく上がりましたよね、それで、リーマ

ンショック以来ですね、それがまたもう一

つ、大きく下がってきているのですけれど

ね、この傾向というのはもう一遍世界の経済

というのが軌道に乗ってきたら、私はね、も

う一遍資源高の時代に入ってくるというふう

に思いますよ。 

皆さま方もご存知かもしれませんが日経国

際商品指数というのが有りまして、国際市場

の資源相場の主なものが全て掲載されていま

すが、２００８年は高かったけれど、２００９年は

少し下がったと、２０１０年になってどうかと

いうと、２００８年並みの数字に戻ってきてる

状況で有る訳であります。 

これはある程度の思惑などもありますか

ら、そういった意味ではですね、正常化して

きたらもう一遍高騰する可能性というのは非

常に有る訳ですよ。 

だから、先ほども申し上げた通り、やっぱ

り、食品産業というものがそういう流れにき

ちんと対応できるような態勢と言ういうもの

を整えていかないと、一番の問題は日本の人

口を何人でやるかっていう事も関係有るんだ

けれど、言ってみればね、１億２７００万人と

か、出来れば１億人でやりたいとか言って今

後の国際的な食料体制を作るという事、それ

からさっきも申しあげたように中国やインド

はもうある意味からすると軽工業国からだん

だんと工業国の色合いを深めてきますから食

料品なんかもう作っちゃあくれません。 

輸入国にだんだんと転化するというような

問題になってくるとある程度の価格で、それ

に従事する人が先に希望を持って再生産し、

一番大事な事は何か、その人達の子孫がそれ

を受け継いで仕事をしようと思う意欲を掻き

立てるだけの単価というものだけは、きちん

とわきまえて、我々はですねビジネスをして

いかないと、アッという時に我々の商売とい

うのが無くなっちゃう可能性が有ると。 

菱食の加工食品取扱高というのは、日本

のトップレベルにあると思いますが、その

菱食が毎年平均単価と言うものを出してお

ります。 

それを見ると実に１９９２年から２００９年ま
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での間に３割下がって来ている。 

平均単価はもう十分下がって来ている訳

です。 

もっと言うならば、これ以上下げるつもり

ですかと。 

これ以上下げるという事であれば先ほど申

し上げたような国際的なリスクというものを

充分考えてやらないと間違った方向に行って

しまいますよという事をいかに知らしめるか

ということだというふうに、私は思います。 

もっと言うならば、食というものを楽しく

しなければいけないと思う、豊かにしなけれ

ばなんないと思う、低価格かどうかと商品決

めるのはおかしいと思う、何かと言ったらそ

の価格に値する質的な充実が有るかどうかで

すよ、だから我々そうじゃあないですか、

我々商人
アキンド

が何して食ってきたかというと、お

客様が満足していただけるようなサービスを

提供することなんですよ。 

これで父祖代々何千年も仕事してきてい

る訳ですよ、だから、そういうものさえ提

供し続けていったならば、私は必ず、買い

上げてもらえる、それから同時に先ほど申

し上げたように、今すごく悲観的になって

いるけれども、日本人の購買力というのは

大したものだと、１０円のものを９円で売

ってもなかなか売れないなんてね言うのは

ちょっとねプロとして恥ずかしいじゃあな

いかと私は思いますね。 

早い話がナショナルブランドのトップの皆

様方に申し上げたのはここのところでね業界

の共同宣伝でもしたらどうですかと。 

こういう厳しい時代だからこそ、豊かな

食事をみんあで楽しみましょうというよう

な事をみんなでもっともっとアピールした

らどうかと、早い話が自動車産業なんてね

みんなエコカーの宣伝しているから統一宣

伝になっている訳ですよ、それから家電製

品だってそうですよ。 

みんなエコポイントで宣伝しているから

統一宣伝なんですよ、むこうが業界全体で

まとまってね統一宣伝している時に、食品

業界だけはですねそういうものに対する努

力というものが少なかったら単一の企業は

それぞれおやりになっているけれども、そ

うなるとどうしたって、食うものを詰め

て、そういうものを買おうという状態にな

ってきている、さっき言い忘れたけれど

も、我々より悪い業界が一つある、それは

被服履物ですよ、特に着るものね、履物は

別として、衣類なんてものはずっと悪かっ

た、ところがですね、昨年の１２月だけは

ね、１２ヵ月ぶりにねかなり大幅なプラス

になっていますわ、あれもね早い話が、ユ

ニクロさんが一つの起爆剤になって、それ

に対応して業界全体が活性化されて、やっ

ぱり、被服産業にすらどうも食料品という

のはとられてしまった可能性が無くはない

と私は思う訳でございます。 

まあ、営々と話をさせて戴いてまいりま

したけれど、私の申し上げたい事を集約し

て申し上げれば、我々が属している食品産

業って素晴らしいビジネスですよ、やっぱ

り、父祖代々受け持ってきたこの素晴らし

いビジネスを次の時代に、より豊かに私は

引き継ぐ義務が我々に有ると思う訳で、そ

のためにはですね、必要以上に悲観しては

駄目です。 

だって日に三回実需が有るなんて仕事な

んて他に無いんだから、あと足りないのは

こっちの工夫と努力だけかも知れない、こ

いつをどうやっても実現して、先ほど濱口

社長からも話が有ったように、次の時代を

担ってくる若い人達が、夢と希望をもてる

ような産業に作り上げるという、そういう

大事な使命、そいつを作ったやつが次のリ

ーダーになると、これはある意味でチャン

スなんだという自覚を持ってこれから頑張

っていかなければいけないのではないかと

私は考えておる訳でございます。 
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講演後、大阪食品卸同業会会長佐藤 進氏

（伊藤忠食品）が閉会の挨拶として、廣田先

輩の講演を拝聴し、この素晴らしい食品産業

に従事していることの認識を改め、しっかり

儲けて、きちんと正しい姿で供給していくと

いう責任感を感じた。 

賛助会員の皆様も技術革新により新しい商

品を開発していくことで、先行き不安の払拭

に努めてほしいと締めくくった。 

 

 

 

 

 

 

－２月５日－ 

第２７回の異業種交流委員会が、平成２２年２月５日（金）午後２時３０分より異業種６団体総勢

１３名が参加して今回の当番幹事である弊協会の会議室で開催された。 

主要な議題としては、全国米穀販売事業共済協同組合から①「米トレーサビリティ法の概要

について」、全国化粧品日用品卸連合会から①「ＧＴＩＮコードへの対応についての活動報

告」、全国家庭紙同業会連合会から①「与信管理」、②「インセンティブについて」、（社）日

本加工食品卸協会から、①「返品の実態調査について」、②「一般社団法人日本卸協会主催の

リテールサポート研修会の開催」について、それぞれの団体から問題提起の説明を行い、各テ

ーマについて意見交換を行った。特に、弊協会が本年度調査した「返品実態調査」の結果につ

いて関心が高く、それぞれの業界で継続して「返品問題」について調査を行い、取引慣行の是

正に取り組むことを確認した。 

次回開催予定は、全国菓子卸商業組合連合

会が当番幹事になって、平成２２年１０月８日

（金）午後２時３０分より開催される。 

【異業種交流委員会参加卸団体】 

①（社）日本加工食品卸協会 

②全国菓子卸商業組合連合会 

③（社）日本医薬品卸業連合会 

④全国家庭紙同業会連合会 

⑤全国医薬品卸商連合会 

⑥全国米穀販売事業共済協同組合 

⑦全国化粧品日用品卸連合会  

尚、東京金物卸商協同組合は現在休会中 

第２７回 異業種交流委員会開催 

閉会の挨拶をされる大阪府食品卸同業会 

 佐藤 進会長 

異業種交流委員会会場 
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－３月４日－ 

弊協会が加盟している一般社団法人日本卸売協会から事業活動の一環として卸売業の機能向

上を目的とする「リテールサポート研修会（初級）」を実施するとの案内を受けたので、今回

実験的試みとして労務管理研究会で検討し共催と言う形で研修会を開催した。 

当日は「ヴィラ・フオンテーヌ汐留」の会議室において会員卸１１社３９名の方々が研修を受

講された。今後は中級、上級コースも設定して充実を図る予定であるので活用を願いたい。 

 

 

  

 

◆主な受講対象者 

卸売業で、営業職及び営業に関係する部門に従事している方 

 

◆研修内容 

① リテールサポートの役割を知る 

② 得意先の小売業を知る 

③ 「販売計画」を立案し、販促提案をする 

④ メリハリのある「売場作り」を提案する 

⑤ 「計数管理」を知り、客観的に分析する 

⑥ 試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リテールサポート研修会 会場 

  

リテールサポート研修会（初級）開催 

実 施 概 要 
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関連省庁・団体からのお知らせ 

平成２２年１月２７日 
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独占禁止法改正の概要 
 

優越的地位の濫用などの公正取引違反にも課徴金 

 

 

平成２２年１月１日付けで独占禁止法が改正され、企業間の公正取引強化に関する歴史

的な見直しが行われた。 

消費財流通にとっての最大ポイントは、不当廉売・差別対価・優越的地位の濫用などの

公正取引違反が課徴金の対象になったことであります。以下にこの改正法の概要を掲載す

る。 
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 景気対応緊急保証の創設等の中小企業資金繰り対策の改組・拡充について 


